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《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２５３

子
規
周
辺
の
人
び
と
（
三
）

子
規
の
父
、
八
代
正
岡
常
尚
は
、
安
政
元
年
（
一
八
五

四
）
倉
根
半
蔵
の
娘
と
結
婚
、
一
子
を
挙
げ
た
が
、
妻
は

安
政
６
年
５
月
１４
日
没
し
、
一
子
数
馬
も
夭
死
し
た
。

そ
の
後
、
長
ら
く
常
尚
は
独
身
を
保
っ
て
い
た
が
、
慶

応
元
年
（
一
八
六
五
）
大
原
有
恒
（
観
山
）
の
長
女
・
八

重
と
再
婚
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

常
尚
は
藩
主
の
江
戸
勤
番
に
従
っ
た
り
、
三
津
浜
常
詰

と
な
り
、
そ
の
間
嫡
子
数
馬
は
母
方
の
倉
根
家
で
預
か
っ
て

い
た
の
で
敢
て
再
婚
を
望
ま
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
子
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
再
婚
の
意
志
を

固
め
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
１０
月
２６
日
、
大
原
八
重

と
結
ば
れ
た
。

若
し
正
岡
常
尚
が
前
妻
を
失
わ
ず
、
即
ち
大
原
八
重
を

後
妻
と
し
て
迎
え
な
け
れ
ば
、
正
岡
子
規
の
誕
生
は
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
子
規
が
、
正
岡
家
の
九
代
と
し
て
の

出
生
は
、
常
尚
・
八
重
の
結
婚
が
な
け
れ
ば
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。

前
妻
の
死
去
が
あ
っ
て
も
、
後
妻
と
し
て
大
原
八
重
以

外
の
者
を
迎
え
た
な
ら
ば
、
子
規
の
誕
生
は
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。

前
妻
の
死
去
と
い
う
不
幸
が
、
子
規
を
出
生
せ
し
め
た

と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
い
か
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

世
に
禍
を
転
じ
て
福
と
成
す
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
正
岡

家
に
と
っ
て
は
、
前
妻
の
死
亡
に
よ
り
、
後
妻
の
八
重
を

迎
え
た
こ
と
が
、
常
規
と
い
う
非
凡
の
文
学
者
を
産
み
、

後
世
永
久
に
正
岡
の
名
を
不
朽
な
ら
し
め
た
こ
と
と
な
る

の
で
あ
る
。
正
岡
家
に
と
っ
て
は
、
誠
に
幸
運
で
あ
っ
た

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

正
岡
家
の
幸
い
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
文
学
史

上
、
燦
と
し
て
輝
く
一
大
明
星
を
得
た
幸
福
を
我
々
は
持

つ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

人
間
が
、
父
系
と
母
系
の
両
方
か
ら
素
質
を
受
け
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
精
子
と
卵
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
遺

伝
子
を
荷
っ
て
結
合
し
、
新
し
い
生
物
を
誕
生
さ
せ
る
の

で
あ
る
。

は
や
た

子
規
の
父
・
正
岡
常
尚
（
通
称
は
隼
太
）
は
、
子
規
の

記
述
に
よ
る
と
一
見
凡
庸
な
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
勿

論
、
子
規
が
６
歳
の
時
に
、
４０
歳
を
一
期
と
し
て
死
去
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
子
規
は
直
接
そ
の
性
格
挙
動
を

知
ら
な
い
。
成
長
に
従
っ
て
周
囲
か
ら
聞
か
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
学
問
に
も
、
武
芸
に
も
た
け
ず
、
毎
日
、
毎
日

一
升
位
の
酒
を
傾
け
て
い
た
と
い
う
。

封
建
時
代
の
こ
と
、
上
士
は
上
士
、
下
士
は
下
士
で
、

身
分
が
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
才
能
の
発
揮

が
な
け
れ
ば
昇
進
は
望
め
な
い
。
子
規
の
父
も
身
分
制
か

ら
の
脱
却
を
願
っ
た
が
、
叶
え
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
憂

悶
を
酒
に
ま
ぎ
ら
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
或
は
内

心
、
鬱
勃
た
る
気
に
溢
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
世
に
あ
ら
わ
れ
た
彼
の
才
能
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
や
は
り
あ
ま
り
す
ぐ
れ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
反
し
、
母
方
の
祖
父
・
大
原
有
恒
（
号
・
観

山
）
は
松
山
藩
の
儒
者
と
し
て
、
江
戸
に
出
て
昌
平
黌
に

学
び
、
帰
国
し
て
藩
校
明
教
館
の
教
授
と
な
っ
た
。
観
山

し
げ

の
妻
・
重
の
父
、
歌
原
松
陽
も
藩
の
漢
学
者
で
、
観
山
の

少
年
時
代
の
師
で
あ
る
。

外
祖
父
、
大
原
観
山
は
学
者
で
あ
り
、
そ
の
妻
の
父
も

同
じ
く
学
者
で
あ
っ
た
。
観
山
に
は
四
男
三
女
が
あ
り
、

長
女
・
八
重
は
正
岡
家
に
嫁
し
、
長
男
は
早
世
。
二
男
・

恒
徳
（
嘉
永
４
年
〈
一
八
五
一
〉）
は
、
永
く
正
岡
家
の

後
見
と
な
っ
た
。
二
女
・
十
重
（
嘉
永
６
年
〈
一
八
五

す
す
む

き
よ
む

三
〉）
は
藤
野

漸
に
嫁
し
、
潔
（
古
白
）、
琴
子
を
生

ん
だ
。
三
女
・
三
重
は
岸

重
崔
に
嫁
し
、
二
男
五
女
が

あ
っ
た
。
三
男
・
恒
忠
（
安
政
６
年
〈
一
八
五
九
〉）
は

加
藤
家
を
継
ぎ
、
外
交
官
・
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
号

拓
川
で
あ
り
、
子
規
の
生
涯
に
わ
た
り
、
精
神
的
、
経
済

的
の
支
援
を
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

子
規
の
上
京
を
勧
め
た
の
も
拓
川
で
あ
り
、
子
規
終
生

の
物
心
両
面
の
庇
護
者
と
な
っ
た
陸

羯
南
を
紹
介
し
た

の
も
拓
川
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
男
・
忠
三
郎
は
子
規
没

後
、
妹
律
の
養
子
と
な
り
正
岡
家
の
相
続
者
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
幼
時
教
え
を
受
け
た
の
も
観
山
で
あ
り
、

そ
の
後
の
一
生
に
も
観
山
の
一
族
と
の
関
係
は
深
か
っ
た
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
子
規
に
は
父
系
よ
り
、
母
系
の
方

か
ら
の
影
響
や
資
質
を
強
く
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

医
事
・
文
談

九
百
六
十
五

平
岸

三
八
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